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～調査員〇〇のオススメ企業～

～調査員〇〇のオススメ企業～

株式会社ヤマト
TDB企業コード：581672251
法人番号：4120001085883
所 在 地：大阪府大阪市平野区長吉川辺 4 － 1 －1 6
Ｔ Ｅ Ｌ：072－339－5360
設　　立：1995年（平成 7 年） 5 月
代　　表：辻井 竜太 氏
従業員数：30名
事業内容： 真空関連装置や加熱装置などの開発・
　　　　　設計・製造
HP：https://www.yamato-gr.jp

きっと100年続く企業になるだろう。（株）ヤ
マトには、そう思わせる魅力と仕組みがある。
当社は真空関連装置や加熱装置などの開
発・設計・製造を手がけており、主力製品は
大きく 2つ。産総研や大学と共同開発した
アルミニウム溶湯用浸漬ヒータは国内No.1の
シェアを誇り、国内に同じ製品を取り扱える
業者はほとんどいない。もう 1つは、ピュア
ボックス（グローブボックス）。気密性の高い
ステンレス製の容器にグローブを取り付け、
空気中では扱えない試料を取り扱い、作業す
ることができる装置だ。次世代エネルギー開
発や、触媒機能を持った嫌気性微生物などの
エレクトロニクス、バイオ、新素材、有機化
学といった幅広い分野で活用されている。こ
のピュアボックスには音声認識機能があり、
グロ－ブから手を抜くことなく音声で操作が
できるため利便性も高い。大手メーカーの研
究開発機関から高い評価を得たことで、直接
受注につながった。「製造業を製造サービス
業に」という考えのもと、お客さまの声に真
摯に耳を傾け、ニーズに応じたきめ細やかな
サービスを提供している。

人件費＝将来の資産
100年続く企業になるために、人財に投資
してきた。辻井社長は「人件費は費用ではな
く将来の資産だ」と言い切る。資金に余裕が
ない頃からベースアップを実施し、獲得した
利益を従業員に還元したことで、モチベー
ションが向上。好待遇によって離職率が低下
し、優秀な人財をさらに採用できる好循環が
生まれた。辻井社長は従業員の夢やキャリア
プランと真剣に向き合い、その実現の支援に
も積極的だ。会社の方向性と従業員のベクト
ルが一致しているため、職場でも大きな力を

もたらしている。直近 5年間で、従業員数は
微増だが、売り上げは倍増。強い組織を目指
し、人と向き合い、人財を育てる。今の従業
員が土台となり、100年後の当社を支える企
業文化を創り出している。

20年ごとに経営者が代わるワケ
100年までの道のりを 5つのクールに分け、
20年ごとに経営者を代えることを決めている
辻井社長。創業40年の節目となる10年後に代
表交代を行うと明言している。交代時期が決
まっていることから、後継者候補のモチベー
ションは高い。現在、 3名の後継者候補がお
り、各人が社内外から信頼を獲得できるよう
切磋琢磨している。
辻井社長は交代までの10年間でグループ売
上高30億円を目指しており、Ｍ＆Ａによる生
産能力の向上に取り組んでいる。2024年 1 月
には製缶板金を手がける（株）中島工作所を
100％子会社化。同社には豊富な機械設備が
あり、製缶板金に加え、切削加工、金型製造
に対応できる。今後の業容拡大に向けて、生
産能力を拡充するとともに、熟練工の技術を
若手に伝えている。一方で、100％子会社で
あった（株）シンエイの株式を同社で勤務し
ていた従業員に売却。のれん分けを行うこと
で経営人材の育成にも注力している。
当社の経営理念は「挑戦と責任」。「社会か
ら信頼される100年継続企業を目指します」
という経営ビジョンを実現するための仕組み
は日々整いつつある。
�（大阪支社調査第 1部第 3課　西﨑�晃輔）
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代表取締役社長　辻井 竜太 氏


